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東北 タイ ･ドンデーン村 :葬儀をめぐる

ブン(功徳)と社会関係
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DonDaen皇Villa皇einNortheastThailand:SharingofMeritand

theAssociatedSocialRelationshipsofFuneralRites

YukioHAYASHI*

IntheritualcomplexofDon Daengvillage,
thefuneralritesaccompanyingnormaldeathare

themostcomplicatedofmerit-making(thanbun)

ceremonies,involvingfourstagesofritual:(1)

ritesheldwhilethebodyiskeptathome,(2)

cremationrites,(3)collectionofbones,(4)collec-

tive rites for transferring meritto the dead･

Althoughtheseritesarehousehold-centered,close

kinandmanyothervillagerscollectivelypartlCIPate

withmaterial donationsandcooperation.Forthe

relativesofthedead,thehostsofthefuneral

rites,themainobjectistomakealotofmerit
andtransferittothedeceasedinordertoensure

agoodrebirth･ Theyful丘llamoralobligation

tothedead,becausevillagersbelievethatthe

averagepersoncannotaccumulateenoughmerit

Ⅰ は じ め に

本稿は,現地調査で得た資料 に もとづい

て,1'東北タイの ドンデーン村 における葬制

* 龍谷大学文学部;FacultyofLetters,Ryukoku

Universlty,Shichijo Ohmiya,Shimogyo-ku,
Kyoto600,Japan

1)筆者は1983年1月より10月にわたって村内に定
着し,宗教･儀礼･世界観に関する調査を直
接,参与観察,村人とのインフォーマル･イン
タヴ3.-によって行なった.その概略について
の記述は,FukuietaZ.[1985:Ch.10]を参照
されたい｡

duringlife toensureagoodrebirth.

Manyothervillagersparticipateinfuneralrites,
byhelpingthedeceased〉srelatives,inorderto

makemeritforthemselves. Bytheirdefinition,
everypartlCIPantinamerit-makingceremonygalnS

ashareofthemerit. Theyhelpthehostofthe

funeralritesin variousways,especiallyin the
'feast'heldatthehouseofthedead. Inthis

situationtheygalnmeritthroughthehostofthe

rites,whodonatesmaterialandmonetarygiftsto

themonksofthetemple･ Thetransferringof

merittothedeceasedbyrelativesandthesharing

ofmeritamongothervillagersareinterwovenin

theserites,andthisleadstothesocialcirculation
ofmerit.

とその儀礼過程にみられる村人の宗教的世界

観の一端を理解することを目的としている.

人の一生の終着点における葬儀は,村内で

行われる宗教儀礼のなかでも最も複雑な儀礼

過程をもつ｡それは僧侶を介して故人を葬る

ために遺族が主体となる個別的な儀礼であり

ながら,村内の長老や近隣者をはじめとする

全村の人々が関与する｡そこに,く死)をめぐ

る複雑な村人の宗教的世界観を読みとること

ができる｡く死)という現象が,自らの生活世

界に対 して人々が行う現実の定義やそのなか

で構成される社会規範を根源から脅かすもの
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であるとするならば 【Berger 1973.･52],こ

の危機状況に対応する社会制度としての葬制

やその儀礼過程の分析は,人々に支配的な社

会規範の一断面を提示することにもなろう｡

これまでの諸調査研究がすでに細介してい

るように,2)タイ農村における通常の葬儀は,

民衆仏教的なタンブン (n.7準 功徳をつむこ
と.一般的には三宝の維持に貢献する行為)

儀礼の形式をとっている｡く死〉は故人の霊が

いくつかの霊界を経て転生-と至る過程への

旅だちとされるので,葬儀の主目的は,故人

へふりむけるためのプン (王押 功徳)をつむ
ことにある｡共同して儀礼を主催する遺族に

とって,それは故人-の基本的な義務 (obli一

gation)であり,孝行を表現する機会である

[Tambiah 1970:179;Turton 1972:251]｡

同時に,他の村人にすれば,葬儀は喪主宅を
中心に展開する金品や労働力提供のかたちで

の援助,参加をとおした村レベルの共同作業

であり,人々は自らプンをつむ機会として儀

礼に関与する｡

タイ農村にみられるこうした葬儀の特徴は

ドンデーン村においてもみられ,儀礼はブン

を分かち合う一種の｢まつり｣(ンガ-ン･ブ

ン)としての演出をともない,遺族がもつ哀

惜の念や厳粛さは会葬者の享楽や喧騒にとっ

てかわられるように展開する｡僧侶,寺院-

の喜捨行為に呼応するように,遺族は会葬者

である村人を食事でもてなす｡すなわち,葬

儀は遺族内の共同作業と村人の共同作業の異

なる2部分よりなりながらも,それらは饗宴

に象徴されるような儀礼環境のなかで同時に

進行する｡本稿がねらいとするのは,そのよ

うな葬儀の過程を,分有されるプンの社会的

2)北タイに関しては Kingshill【1976･･205-2351,
Keyes【19751およびphrakhruAnusaranasasa-

nakiartiandKeyes[19801,杉山[19771が,東
北タイについてはTambiahl1970:Ch･11】が,
中部タイについては Terwiel[1979:255-267]
が葬制とその儀礼過程を詳細に記述している｡
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意味に着目しながら記述し,その背後にある

ドンデーン村の宗教一社全構造を探ることで

ある｡

ⅠⅠ ブンの く分かち合い〉と葬制の位置づけ

Ⅲ-1 ブンの転送と他界観

ドンデーン村の人々にとって く死〉の問題

は,よりよき来世の問題であり,したがって

それはタンプンの問題でもある｡ 上座部仏教

をとおして因果応報 ･輪廻転生の民衆的解釈

が生活のなかに根づいているためである｡

人々の関心は,再び人間としてこの世に生

をうけることにある｡しかも,来世ではより

よい境遇のなかに生まれることが望まれてい

る｡そのためには,生前にできる限りのプンを

自らつむとともに,死後も子や孫たち後継者

が自らの来世のためにプンを転送しつづけて

くれることが必要である｡ブンは目にみえぬ

精神的な財産であって,個人的に蓄積される

ものだけではよりよき来世のために十分なも

のかどうか確信が得られないからである｡ す

なわも,一般の村人にとって,個人のく死〉と

来世の問題は,個人的なことにとどまらず,徳

の近親に委ねられている側面をもっている｡

く死〉とは生命を維持していた魂 (クワン)

が再び身体に戻ることがない状態をさす｡肉

体に依存していた魂は霊 (ウィンヤン)とし

て独立する [FukuietaZ.1985:246].屍と

しての死者 (ピー)は火葬され(骨を残して)

消滅する｡一方,身体を離れた霊は,まず地獄

へゆき,閣魔のチェックをうけたうえで,赴

くべき霊界が定められるという｡生前に善行

を重ねた者の霊は極楽-むかい,悪行を重ね

たものは地獄-むかう｡ 結果的に,霊は三つ

の霊界 (極楽,この世,地獄)-と拡散する｡

故人の霊の行方は遺族の知るところではな

い｡しかし,ほとんどの村人は,死後すぐに

その霊が極楽に到達し,そこで止住するとは
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考えていない｡それは生前に多大なプンをつ

んだ者のみができる非常に稀有なこととされ

ているためである｡したがって故人の霊とは,

地獄かこの世にとどまって遺族からのブンの

転送を待つ身であり,ブンをうけとって霊界

を極楽-とむかって上昇 し,転生するものと

いうのが支配的な見解である｡霊が死後たど

りつくそれぞれの霊界は,転生に至るまでの

仮の止住空間にすぎない｡

葬儀にみられる故人の霊-の供養は,プン

の転送を期待する故人にこたえる行為として

行われる｡ それは,以後もくり返されるブン

の転送行為-と連続する｡ したがって,自ら

の他界後も遺族が滞りなくタンブンを行なっ

てブンを転送できるよう準備することが望ま

れる｡ 自らの老後も同居 して世話 した子供

(プ一･)エング,Nyi晶や)に対 して親が譲る財
y

産が ｢供養のための費用｣(ビアパオピー,g
山肌N7ぶ)とよばれてきたことは,それが実
際に使われることがなくとも,親の死後のプ

ンの転送が近親者に義務づけ られて い る こ

とを象徴的に示 す ものであ る [口羽 ･武邑

1983:303]｡

故人の霊に対する功徳の転送は,上座部仏

教圏で広 く行われている｡ それ は, 特定 の

儀礼で遺族が食事や金品を僧侶に献上 して功

徳をつんでこれを転送すると,故人の霊は功

徳を得た結果としてこうした品々をうけとる

ことができるという一般的な考えにもとづい

て い る 【Gombrich 1971:213]｡ 中部タイ

ではクルアットナ-ム, トルウアットナーム

ともよばれるブンの転送行為は,東北タイの

ドンデーン村ではヤー トナ-ム (my7内7m8'l)

といい,僧侶が詠唱する経文とともに水を器

から器へと移 しかえる作業をともなう｡ ブン

を象徴するこの水を境内の樹木や地面,墓に

まくことによって転送は完了する｡ ヤー トナ

ームは, ドンデーン村では僧侶が関与するさ

まざまな儀礼において,なかば制度化された

かたちでみられ,故人の霊を供養する機会と

なっている｡

表 1は1983年にドンデーン村の寺院で村 レ

ベルのタンブンとして行われた年中儀礼を示

している｡そのすべての儀礼の終了時に,ブ

ンの転送は祝祭の幕をひくように必ずとり行

われている｡故人の霊は通常,極楽-いった

もの以外は自由に移動することができず,そ

の霊界に閉 じ込められたかたちでひたすらプ

ンが転送されるのを待つばかりといわれてい

る｡ しかし,表 1中の儀礼10と11(人によっ

てはこれに6と13を加える)の際には,故人

の霊が遺族のもとへ帰るのを許されると信 じ

られている｡これらの儀礼のとき,遺族は故

人の名前や生前の世帯番号を唱えてプンを転

送する｡そのプンは,前述 した一般論のよう

に直接,故人の霊のもとへ届 くとされるから

である｡葬儀 の最終過程で あ る供養飯儀礼

(ブン･チェ-クカオ)や安居期間中の四斎

日 (ワンプラ)に寺院でお寵りをする者が転

義1 寺院を中心とする年中儀礼とブンの転送
(1983)

儀礼の名称 ‡開 催 月 日 厚意矧
ブンの
転 送

1 新年儀礼

2 墓窟 ~

3 ｢仮 出 家｣
の儀式

4 黄衣奉献祭

5 ジャータカ
誕生祭

6 潅 水 祭

7 野 杜｣祈願

8 仏 誕 節

9 人 安 居

10 相 穀 祭

ll カオサーク
奉献祭

12 出 安 居

13 カテナ衣
奉献祭
●●
●

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

○

○
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送する際も,プンは直接届く｡

上記の特定の儀礼以外の年中儀礼や世帯単

位で僧侶を招いて行う招福儀礼 (タンブン･

ヒエン)で転送されるプンは,天神 (チ-ワ

ダー)や地母神 (メー トラニー)がうけとっ

たうえで故人の霊に配送 し,閣魔に通知する

とされている｡転送の経路は異なるが,プン

が徐々に蓄積されることによって霊の立場は

向上 し,終局的にはよりよき転生を得るわけ

である｡

葬儀以降くり返されるブンの転送行為は,

故人の霊が遺族との間にもつ正常な関係を示

している｡現在のドンデーン村には,北タイ

のように年中行事化した祖霊祭祀やこれを面巳

る詞はなく,故人の霊が積極的な守護霊とし

て意識されることはない｡ しかし,故人の霊

は世帯内の不和や問題が生 じたとき,世帯主

の子や孫に高熱をひ きお こす ｢ピーシア｣

(祖霊の意)として影響を与えることがある

lFukuietaZ. 1985:25210そのような不和

は,世帯成員が共同してタンプンしプンを転

送することを妨げる原因となるからであり,

家庭内の和合を守る懲戒者として祖霊があら

われるのだと説明される｡つまり,祖霊とし

ての故人の霊は,遺族のプンの転送を動機づ

ける存在であっても崇拝の対象ではない｡

もとより,遺族にとっては故人の霊がどの

霊界にあり,いつ転生するのかは感知すると

ころではない｡より重要なことは,ヤートナ

ームにみられるブンの転送行為それ自体が自

らの善行として継続的に行われる点にある｡

ドンデーン村では他のタイ農村同様 [Inger-

soll1975:247;Tambiah1970:190-191],
ブンの転送行為は特定の故人の霊の転生に関

わるばかりでなく,より広く生きもの一般,

ブンが不足 している霊へ無差別にプンをふり

むける行為としてとらえられている｡ したが

って,仮に故人の霊がすでに転生 していると

しても,プンの転送は無意味なものではない｡
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むしろ,それはより広 くプンを分かち合うひ

とつのタンブン行為として合理化される｡ す

なわも,ブンの転送は,特定の故人 ･不特定

の他者へふりむけられることによって,社会

的かつ宗教的な善行として完結する｡3)

このようなプンの転送の論理にみられるブ

ンの く分かち合い〉は,生者の世界における

タンブンの社会的展開でも強調される｡タン

プンは親一子関係を核とする家族成員,近親

間,さらには儀礼の場での参与者をも含む社

会的サークルのなかで行われ,プンの く分か

ち合い〉ときり離して考えることはできない｡

個人的に完結する行動のようにみえる在家戒

の遵守でさえ,実際にはブンの転送と不可分

の関係にある｡4)

子の出家によって心から喜ぶのは,出家し

た当人よりは,そのブンがふりむけられると

される両親 (とりわけ母親)や得度式の援助

者たちであり,日々の僧侶-の食事布施や年

中儀礼の際に金品を寺院へ奉納することは,

その世帯の仝成員にプンをもたらす行為であ

る｡僧侶が関与する儀礼のために食事の準備

を共同で行うことはもちろん,労働力を提供

したり参加することはすべてプンを得ること

につながる｡ すなわち,タンプンは常に何 ら

かの間柄をとおして共同で行われるものであ

り,プンはその間柄をめぐって共有される｡

プンの個人的獲得とそのく分かち合い〉とは,

同じタンブン行為のふたつの結果としてあら

われることが強調されている｡

あるタンプン儀礼を主催することは,その

ような場を提供することである｡ 僧侶にカチ

ナ衣を献上するカテン儀礼の主催者になるこ

3)ヤートナームは僧侶を仲介として行われるが,
プンそれ自体が天神や地母神というバラモン起
源の超自然神によって伝達されるので,村人は
さまざまな願いごとをかなえる効用もあるとし
ている｡
4)寄進する金品がなくとも,個人的に戒律を遵守
して得たプンを送ることができるとされる｡
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とや,得度式を行う親族が,多大なプンを得

るとされるのは 【Fukui♂/α7.1985:256],

それが特定の近親者を中心にして公共的な形

式でプンを分かち合う儀礼環境を生むためな

のである｡葬儀もまた基本的には同様の論理

にもとづいて展開する｡

Ⅲ-2 通過儀礼としての葬儀

ドンデーン村の人々の一生のなかで葬儀は

どのような意味をもつのであろうか｡このこ

とを く誕生〉にはじまる通過儀礼の流れをた

どりながら検討しておこう｡ ドンデーン村に

おける通過儀礼のあり方には,その家族 ･親

族が信奉 (アサ-イ)する儀礼の司式者によ

って若干の相違がみられる｡さらに,そのよ

うな儀礼の司式者が行うべきものとして考え

てはいても,現実にはほとんど行われないも

のもある｡表2に示したものは,ほぼ全村民

に共通 し,実際にとり行われているものとし

て筆者が再構成した通過儀礼の全ステージで

ある｡ それによれば,半数近い儀礼が悪霊や

自然霊からの保護に関するものである｡

ドンデーン村には悪霊(ピー･ボ))サート)

の災禍に対する民間信仰の流れがある｡ 開村

以来,村人によって序巳られてきた ｢村の守護

霊｣(ピー･プ-クー)信仰もそのひとつであ

表2 通 過 儀 礼 の 諸 相

った｡1950年にこれを追放してのち,善霊と●●
しての精霊崇拝は村人の宗教行動から姿を消

している｡しかし,守護霊信仰にかわる今日

のクン･プラタム信仰が悪霊に対する仏教的

な守護力を表現するものであるように,悪霊

としての精霊の概念はいまだ人々の意識下に

深 く根ざしている [林 1984:90]｡ た とえ

ば,病は薬や病院の医者で治療できる原因に

よるものと,そうでない悪霊によるものがあ

るという考えは常識となっている｡単純化し

ていえば,悪霊は予期しえぬ病や災禍をおよ

ぽすすべての元凶である｡また,人々の平穏

な暮 らしを脅かす異常なめぐり合わせや事件

の原因をなすものである｡

悪霊は ｢転生できない霊｣,｢ブンを転送す
ヤ ー ト

る親類をもたない霊｣と形容されるように,

輪廻転生の秩序から外れて孤立した存在であ

る｡通常の人間の死霊と異なり,生者(遺族)

から何をも分かち与えられない境遇にある｡

それゆえにいつも空腹であり,村人の生活世

界へ侵入して食物や酒,衣類を得ようとする

のだと説明される｡すなわち,悪霊はブンの

転送にみられる生者との正常な関係を欠き,

ただ奪うのみの運命を担う｡

受胎にはじまる く誕生〉ほ,とくに悪霊の

介入が意識される段階である｡ ある古老は,

儀礼の名称 常置宗l対象者の年 齢 司 式 者匝 礼の場恒礼の様式
･ 禁雷鳥驚児

2 露品 7Lの

3 琵;恕 Lの

4 是農 さ告の

5 賃度崇 の

6 結 婚 式

7 葬 儀

7カ月以上の
妊婦

生後卜3日

生後-6歳

12-19歳

20歳-

モータム

モータム

モータム

僧 侶

僧侶/
モース-

モ-ス-

僧 侶

自 宅

自 宅

モータム
の自宅

自 宅

自宅一
寺院

自 宅

自宅-
寺院

保護･除萩

保護･除鉄

保護･除蔽

タンブン

タンブン

招 福

タンブン

四斎日には性交を慎むペきだ

という｡それは単に在家戒の

遵守のためではなく,四斎日

は霊全般が動きを活発にする

日なので,受胎時に悪霊の侵

入を回避するためでもある｡

また,臨月が近づいた妊婦は,

自宅でかような意味での安産

を保証する儀礼をうける｡妊

婦と胎児に対するこの儀礼は

｢タムモンコン･デックコー

ト｣ともよばれる｡ 儀礼を行

うモータム (MaJか紺T3J)は,出
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産時に悪霊が自らの転生のために胎児に宿っ

たり,産蒋死などの不幸がおきないように安

産を祈願する｡

産声をあげたばかりの赤児 は, まだ人間

(マヌッり ではなく,精霊の子 (ルーク･

ピー)とされる｡生後3日の間に母親が信奉

するモータムを自宅に招く. モータムは ｢精

霊の子であるならばつれされ｣と問い,悪霊

が手をださぬように願をかける｡儀礼を司式

する者によっては捲糸儀礼(プ-ク･ケ-ン)

を施 したり,5)母子が寝て いる部屋に精米を

まいたりする｡いずれも赤児を悪霊から護っ

て,人間の子として認知することが目的であ

る｡通常,生後 2日目にして赤児は人間の子

とされる｡

赤児は稲籾を風選する竹製の盆(カドング)

に3-7日間のせ られる｡これも悪霊から子を

護るのによいとされており,赤児はこの盆を

もって移動させられる｡ 盆にのせ られる時期

がすめば,次は ｢ウ｣とよばれる簡単な木の

スタンドをしっらえた揺り寵が赤児の身のお

き場となり,母親だけでなく近隣の人々に揺

らされて可愛がられる時期に入る｡

平穏な出産は平穏に子供が成長する願い-

とつづく｡ 親たちは子供が泣きつづけたり,

元気がないことを最も恐れる｡四斎日の昼さ

がりに母親は子供を抱いて特定のモータムの

自宅へ赴 く｡ 捲糸儀礼をうけて子供の健康を

悪霊の害から護ってもらうた めで ある｡ ま

た,母乳がでなくなれば,モータムであり民

間医療師 (モーヤー)としても有能な長老を

訪れて薬をつくってもらう｡このようなモー

タム宅への訪問は,子供が離乳期を迎えてし

ばらくのちも断続的に行われる｡

5)呪文を唱えながら手首に木綿糸をまく儀礼｡モ
ース-が司式者でないこと, ｢メール山をかた
どった儀礼道具｣(バイシー)を用意しないこと
などから,｢招魂儀礼｣(スークワン)と区別さ
れている｡
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ドンデーン村では,子供時代は男女のわけ

へだてなく育てられる｡女子の場合は結婚式

杏,男子の場合は得度式を迎えるまでの儀礼

は男女共通であり,すべて民間信仰の儀礼司

式者であるモータムが悪霊から幼児を保護す

るものである｡子をもうけた親は自らが信奉

するモータムの ｢守護力｣(コーング･ラク
サー,竹別tbnyl)に依存する｡ ドンデーン村

の人々はほとんど全員が特定のモータムに一

種のクライエントとしての ｢信奉者｣ (ルー

クプング･ルークティエン)の名で依存 して

おり,親自らも日常生活上の悪霊の災禍から

の保護者 (プーラクサー,NvTuny7)としてい
tl

る｡6)通過儀礼としてモータムが幼児に施す

儀礼は,すべて除政 ･招福儀礼に属するもの

で,モータムを中心に世帯主を単位として内

輪で行われる｡

12-19歳の間に男子は両親の判断に従って

見習僧 (サーマネーン)の得度式を行うのが

ふつうである｡僧侶(プラ)としての得度式と

異なり,僧侶を自宅に招き10戒をうける｡世

帯内だけで行われる小規模なものであるが,

タンブン儀礼であることにかわりはない｡一

方,女子は10代後半から婿を迎え入れて結婚

式 (カンキンドング)をあげる｡儀礼は民間

バラモン師であるモース-を新婦の実家に招

いて行うのがふつうである｡僧侶は招かれな

い｡女子にとって,結婚式とこれに先立つ結

納の儀(コ一 ･サオ)は,人生で最も華やかな

舞台である｡結婚式は多くの人々が参加する

集合儀礼的なムードをもっているが,基本的

には新郎新婦の親族が中心 にな る儀礼 で あ

6)モータムは,男性であれば誰でも師匠 (アーチ
ャン)について学習することによってなれる民
間信仰の儀礼司式者である[林 1984:92-931｡
このモータムが1930年代からドンデーン村に浸
透する以前には,こうした役割を,近親集団
(スム)の長老 (ファナ一･スム)が同じよう
な儀礼を施すモーティオワダーとして担ってい
た｡
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る｡

参与者が近親に限 られ る見習僧 の得度式

は,僧侶のそれと比べて得 られるプンも少な

いものとされるが,それでもこれまで保護 し

育ててくれた両親,とりわけ母親-プンをふ

りむける人生最初の孝行の機会である｡ 子供

は世俗生活から離れるが,親は自らのブンを

得ることとともに子供が寺院で生活すること

を喜ぶ｡寺院には村人が食事を届けて,皆に

育て られるかたちになるからである｡ また,

結婚式はタンプン儀礼ではないが,新婦方が

得る新郎方 か らの婚資金は,7)得度式で母親

に譲 られるプンと同様に,｢養育 してくれたお
礼｣(カー ･ノムソット,文字通 りに は母乳

代の意) として形容されるように,両親への

孝行,報恩の意味をもっている｡

20歳以上になった男子が具足戒 (227戒)香

うけて僧侶として得度する儀礼は,生涯で最

も大きなブンを得るタンブン儀礼のひとつで

ある｡儀礼は,主催者宅と寺院を中心に,全

村民をまき込む盛大な祝祭 となる｡ 両親をは

じめとする出家者の親族は,儀礼の主催者と

して4,000-5,000バーツの費用を使って,食事

や映画などの催 しものを村人にふるまう｡司

式は僧侶とモース-のおのおのによって演 じ

られる｡

得度をする本人は両親や近親にブンをふり

むけるだけでなく,一般の人々すべてに対 し

てブンを生む源泉となって持戒行の生活に入

る｡ 短期間であれ,僧侶になることは男子と

して成人することを意味する｡若き僧侶の還

俗の期日は見習僧の場合と同じく,母親の希

望によるところが大きい ｡ それは当人の婚期

との兼ね合いも関係 している｡ 成人式を兼ね

た通過儀礼としての得度式は,育ての親に対

7)現在のドンデーン村での婚資金は,6,000-1万
バーツが一般的な相場である｡なお,1バーツ
は約10円だが,村内でキャサバの収穫を1日手
伝うと25バーツくらいの報酬と食事が与えられ
るのがふつうである｡

する孝行としての意味が大であり,自らの修

行を目的とする得度は再出家のかたちをとっ

て行われる傾向がある｡

男子にとって,結婚式は上記のような得度

式を終えてからあげることが望まれている｡

結婚生活に入ってからの出家は困難だからで

ある｡ 男子からみた結婚式は,基本的にはよ●

そものとして新婦の親族集団に新たに参加す●●●
ることである. 仮に,ある男子が ドンデーン

村で新婦の生家へ婿入りすれば,結婚式のの

ちに新婦は夫婦そろって,もしくは新婦だけ

が自ら信奉するモータムの自宅-赴いて,ク

ン･プラクムを扉巳った聖なる仏柵 (- ン･プ

ラクム)-新郎との縁組を伝える｡8) モータ

ムはたとえ新婦の親類であっても,客観的な

保護者 ･仲裁者として,新婦の幸福と平穏な

日常生活を見守ることが期待される｡

これまで述べてきた儀礼は,通過儀礼とし

てすべて,両親を主とする年長者が年少者に

対 して施すものである｡さらに,幼少期のも

のはモータムによる子供自身-の保護 ･除鉄

儀礼であるのに対 して,見習僧の得度式以降

の儀礼においては,これを主催する者 もその

儀礼をとおして年少者(子供)の方から恩恵を

うけるという孝行の表現形式をもっている｡

すなわち,子供の成長にともなって儀礼の焦

点は悪霊の防御から,保護されてきた者の保

護者-の報恩を表明するもの-と移行する｡

とりわけ得度式においては,儀礼の当事者の

みならず主催者である親の転生に関わるブン

の く分かち合い〉が前面にでて,互酬性の関

係が顕著である｡双方ともに同じ生活世界に

あって表現されるこの関係こそが,かつての

保護者であった年長者を送りだす葬儀におい

8)そのモータムは,多くの場合新婦の母が信奉し,
新婦が幼少期から除蔽儀礼をうけてきた人物で
あるが,そのモータムが死亡している場合には
新たなモータムに依拠する｡ドンデーン村にお
けるモータムとその信奉者との社会的関係につ
いては別稿で詳述したい｡
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て強調されるものである｡

ドンデーン村では ｢隠居｣に相当する言葉

はないが,両親と同居 して老後の世話をする

子供夫婦が仕事熱心で親思いであれば,親は

年老いてゆくにつれ現役の農作業から遠ざか

る｡ このような境遇にある者はよい境遇にあ

るとされる｡ 仕事から解放されることが重要

なのではなく,子や孫たちが親を助けている

ことがその人の老後の地位を評価する指針と

なる｡こうした身分になれるころから老人は

タンブンに熱心になり,寺院に足 しげくでか

けるようになる｡とりわけ,家事や育児から

解放される老女がめだつ｡自ら出家できず人

生におけるブンの蓄積に大きな-ンデをもつ

女性は,食事の布施行やブンの転送行為など,

さまざまなタンブンの機会をつくり自らプン

をつむ｡タンプンにいそしむことのできる老

後の生活スタイルは最も望ましいとされてい

る｡

体力が衰え,病気がちになる人生の最終段

階を,村人はじっと動かぬ建物 (サーラー)

に誓える｡ 自らなしてきたタンプン行為を死

にぎわに想起することがよい来世をもたらす

と信 じてくり返されるタンプンは,老人にと

っては至福の状態である｡ 同時に,タンブン

は完成することのない善行として,来世への

不安を完全に解消することがない｡当人のよ

りよき来世のためのタンプンは,肉親である

子や孫に委ねられるものとして く死〉が訪れ

る｡

葬儀は,故人の遺志であるタンブンを遺族

が継承することによって,生前の立場が完全

に逆転する場面である｡すなわち,かつて保

護や恩恵を与えた故人は,この儀礼を契機に

プンの転送を通 じて新たなる く誕生〉すなわ

ち転生-むけて育まれる｡それは生者がかつ●●●●
てうけた故人の保護に対する奉仕的な供養の

論理にもとづいて行われ,悪霊と対極的な境

遇を確定するのである｡
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Ⅱ-3 葬制の分類と推移

く死〉にともなう葬儀は定まった葬制にも

とづいて行われる｡ ドンデーン村では他のタ

イ農村同様,(死)のタイプによって葬制が異

なっている｡ すなわち,近親者にみとられる

一般的な く自然死〉と,事故死や産蒋死,幼

児の死や自殺などの 〈異常死〉のふたつに大

別される｡〈自然死〉の葬制は,基への納骨を

ともなう供養飯儀礼の開催時期の違いによっ

てさらにふたつに区分できるが,両者は基本

的には同じ儀礼過程を経る｡一方,〈異常死〉

は,死者が成年と未成年のケースによって儀

礼過程が異なる(表3)0

く自然死)の場合,葬儀は く死→火葬一骨

拾い-供養飯儀礼〉の4段階からなり,喪主宅

を中心にしたタンブン儀礼として行われる｡

火葬は,火曜日を除いて死の翌日の昼さがり

に,村の寺院内の火葬場で行う｡9)僧侶や生

前に多大な徳をつんだとされる人物が死んだ

場合,火葬するまでの遺体安置の期間がタン

ブンのために長びくことは(王室の場合同様)

よく知 られているが 【Keyes 1975:60], ド

ンデーン村で再出家 した老僧のケースではこ

の限りではなく,俗人と同じ次第であった｡

火葬するためには100バーツが必要であり,

徴収委員 (カマカン･ケップ ･ンガ-ン･カ

ーソップ)をとおして村の寺院 に寄進 され

る｡

骨拾いは火葬日から数えて3日目に火葬場

で行う｡ このあとの供養飯儀礼を連続 して行

う場合は午前中に,延期する場合には午後に

骨拾いをすませる｡遺骨はふたつに選別する｡

要所を除いたものはつばに入れ,骨拾いの際

9)火曜日は ｢ワン･ケン〆｣とよばれ,死霊が他
の悪霊の侵入をうけやすい日であるため,火葬
にはよくないとされる｡これは村内のモータム
やモース-の判断によるもので,遺族もこれに
従っている｡また,農繁期 (6月-1月)中の
葬儀では火葬の儀が順延されることはないが,
儀礼の最終段階である供養飯儀礼は後述するよ
うに順延されることが多い｡
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表3 死のタイプによる葬制の分類と基本的過程

自 然

過程恒 画 供養飯儀礼連続型

死

死

供養飯儀礼非連続型

異 常 死

過程l成年者の場合 l未成年者の場合

･遺体の清め-安置

･棺つくり-入棺 (死亡が夜の場合は翌朝)

･僧侶の招請 →饗宴

･寺院の火葬場における火葬堆の準備

･村人の喪主宅への金品のもちより(｢ホームカン｣)

･僧侶の招請 -供養のための見習僧得度式

･出棺 -村人の葬列-の参加 -寺院にて火葬

･僧侶の招請 -饗宴

喪主宅における供養品つくり-骨拾い-遺骨を

2分化 一一万を火葬場に埋葬

死
1
土

葬

･寺院で入棺 -共同墓地へ土葬

(死亡が夜の場合は翌朝)

･土葬した日の夜から三晩にわた

って僧侶を喪主宅に招き読経

い l日

･遺骨の一方を喪主宅へ

もち帰る

･僧侶の招請 -饗宴･娯

楽

･供養品つくり

･遺骨の一方を境内の仮

安置所へ収納

･僧侶の招請 -饗宴

供
養
飯
儀
礼

第

5

日

供養品つくり - 僧侶へ

の食事布施 (喪主宅)-

寺院-の寄進 - ブンの

転送 -遺骨を墓に収納

死後2年以上おいて一晩

二日にわたり行い,その

後納骨する

に,火葬 したその場の地面を掘 って埋葬する｡

もう一方の遺骨 は小さな容器に入れて,いっ

たん喪主宅- もち帰 る｡ その夜,翌朝 とつづ

く供養飯儀礼がすんでか ら寺院内の墓に収納

する｡ 供養飯儀礼を延期する場合は境内の仮

安置所に (骨拾いの直後)納め,墓に納骨す

る日までおかれる｡

供養飯儀礼の開催 日は遺族の判断および準

備のための経済状態によっているが,主 に三

つの時期に分かれる｡ ひ とつは,前述 した骨

拾いの夜か ら翌朝にかけて行 う日程である｡

規模はさほど大 きくないが,す ぐに墓を準備

する資金を用意 しな くてはな らない｡ふたつ

目は,出安居 (オーク ･パ ンサー)あけに行

うカチナ衣奉献祭のホス ト役 となって供養飯

儀礼を合わせて行 うケースである｡ これは最

も大 きなプンを故人へ送 る好機 とされるが,

再

火

葬
-

供
養

飯

儀

礼

･3-5年後に遺

体を共同墓地

より掘りだし

て火葬

･つづけてその

日のうちに供

養飯儀礼を行

なって納骨

必要経費 も最大である｡10)これを行 う親族は,

遺骨を収納する墓 も後述 す る穿柱式 と異 な

り,より高価なス トゥ-パ型の墓 (クー ト)

を用意する｡11) 三つ目は, 2年以上おいてか

ら2-3月の乾季の間の四斎 日を選 ん で 一晩

二 日にわたって行 う｡

最後の場合では,近年,いくつかの親族が

同日に開催 し,他の村人をもてなす映画やモ

ーラムなどの興行団体を共同出費でよびよせ

る方法がとられている｡ただ し,供養のため

の寄進 は個々に行 う｡ いずれの方法にせよ,

供養飯儀礼が可能なのは火葬 日より3日目,

すなわち骨拾いのあとで,それ以降は2年以

10)4万 から6万バーツかかるのがふつうである｡
1982年に主催者となった者は自ら2万7,000バ
ーツをだし,子供世帯からの援助を含め,計4
万バーツでとり行なった｡
ll)5,000バーツを費やす親族もいる.
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表4 火 葬 場 と 墓 制 の 推 移

年 代 1詣 評 193771938 19E71 19,76

火 葬 場 所

遺骨の収納所

と様式

注 記

共同墓地
l
◆♂寺院の火葬場

･共同墓地 -･--◆♂寺院の火葬場

共同墓地･--･-･◆ ･墓 (ス トゥ - パ型石柱)---◆
(仮安置所)

･塞くストゥ-パ型)◆

･塀柱式-----◆

く1860年代)

･遺骨はすべて火葬

した場所に埋葬

し,木の徴標をた

てる

･年中儀礼,供養時

ともに参らずに放

置される

く1937-1938〉

･遺骨の2分納様式

開始｡遺骨の一部

を寺院内の墓に納

骨

･1940年代以降,定

着

く1971〉

･共同墓地に埋葬し

ていた遺骨を寺院

の火葬場に埋葬｡

現在の様式が整う

･火葬場の使用料

(100バーツ)がタ

ンプンとして必要

になる

上待って行 うのが望ましいとされている｡ 延

期する場合は死後 3年目に実施するケースが

多い｡その間に多 くの儀礼用の資金を故人の

きょうだいや子供が用意するためともいわれ

るが,実際に今日では供養飯儀礼に1万バー

ツ以上費やすことはふつうである｡12)

供養飯儀礼を骨拾いにつづいて行うと葬儀

の全日程は5日となるが,これを延期すると

葬儀としては骨拾い後の遺骨の埋葬でいった

ん終わるかたちになる｡このような葬制の基

本過程は開村以来行われているものだが,覗

在の火葬場と蓋をともなう遺骨の処理は,ど

く近年にはじめられたものである｡ 表4が示

すように,かつては遺体を村から離れた共同

墓地 (パーチャー)で火葬 したのち,遺骨を

すべてひとつのっぽに入れ,墓標もたてずに

そこ-埋葬 していた｡ス トゥ-パ型の石柱を

つくって村の寺院に遺骨を収納 しはじめるの

12)戦前 (1940年代)は200-300バーツが相場であ
ったといわれる｡当時の籾米1カソープ (約60
kg)は1バーツで売買されている｡
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〈1976〉

･納骨様式として穿

柱式が加わる｡収

納費600パーツが

タンブンとして必

要

･現在,ストゥ-パ

型の墓は68基,塀

柱式は35カ所設置

される

は1940年前後のことである｡今日,遺族たち

は旧正月である潅水祭 (ソングクラーン)の

日に墓や遺骨に潅水するが,かつては葬儀が

すめば共同墓地-は一切訪れることはなかっ

た ｡

現在,村の寺院の外縁は未完成のブロック

塀と,まばらなス トゥ-パ型の墓でとりかこ

まれている｡ ブロック塀がつくりはじめられ

たのは,1971年に寺院内に火葬地が確保され

て5年後のことである｡寮は多くのセメント

柱でしきられてのびているが,この柱には小

さな空洞がつくられており,骨っぽが収納で

きるようになっている｡寺院の境内に基をつ

くって納骨することは,故人に対する供養と

同時に,寺院を美化するタンブン行為である

とされる｡ とくに,この塀柱式の納骨法は,

そうした村人の思いを象徴する洗練された方

法である｡すなわち,ここに納骨する遺族は,

一律600バーツの経費を徴収委員をとおして

寺院に寄進する｡この金は寺院をとりかこむ

塀をつくりつづける資金となり,あらたな遺
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骨の収納所 (塀柱)を生む｡

納骨の場と火葬場が村の寺院に収束した今

日,共同墓地は故人の特別な希望がない限り,

く自然死)のケースで使われることはない｡

墓についての近年の考え方にみるように,村

の寺院は く死〉をめぐる人々のタンブン行為

をより可視的に制度化する中心となり,一方

の共同墓地は く異常死)の場合に限って使用

されることになったために,ふたつの く死〉

のタイプがより顕著に表現されている｡

く異常死〉の葬法の特徴は,夕刻でない限

り死後できるだけ早く共同墓地に土葬するこ

とである｡ 産蒋死の場合では母子は別々の棺

に入れて土葬される｡ 遺体は喪主宅に止めた

りもち運んではならず,棺つくりや入棺の作

業はすべて村の寺院で行う｡く自然死)の場合

と異なって,棺には何らの装飾も施されない｡

僧侶が護呪経を唱えたのちに共同墓地へ運ぶ

際も,多くの遺族の男女が肩で直接担ぐので

はなく,2本の竹を担ぎ棒にして4人の男性

がもっていくのみである｡

く異常死)による遺体はすべてとりあえず

土葬する｡ 火葬すれば,肉体を失った霊は必

ず村へ戻ってきて,人々の気をひくためにさ

まざまな災禍をもたらすからともいわれる｡

葬ったその夜から,死霊を鎮めるために僧侶

を三晩つづけて喪主宅に招いて,死者-のと

むらいを行う｡ 集まる者 は近親者のみで,

く自然死)の場合の葬儀のにぎやかさはまっ

たくない｡横死直後の死霊 (ピー･タイホン

ダ),とりわけ成人のものは,この世に執着を

残したままなので,人々に危害を与える存在

と解されているからである｡

死者が未成年者(プ一･ノーイ)13)の場合,

葬儀は土葬と読経で終了する｡だが,成人の

場合では,死後3年から5年の時間をおいて

13)インフォーマントによって若干の差はあるが,
ここでは未婚の15-16歳くらいまでの少年少女
を一般的にさす｡

から遺族は僧侶とともに共同墓地-赴き,哩

葬した遺体を掘りだして,その場で改めて火

葬する｡ そして,遺骨をふたつに分け,ひと

つをその場に埋め,もう一方は供養飯儀礼を

行なってから寺院の墓に納骨する｡すなわち,

成人の場合はプンを転送するために火葬およ

びそのあとのタンプン儀礼が最終的には実施

されるが,未成年者に対しては行われない｡

｢ブンが少ないため｣といわれるように,成

人でない死者に対するタンブン儀礼は社会的

に積極的な意味をもつものではない｡

危険な死霊を遺体に閉じ込めるようなかた

ちですばやく土葬するために,共同墓地は空

間的にも村人の心理からも,村の生活世界と

は一線を画するものであるO村人の環境認識

からすれば,それは自然界 に属 しているo

｢原野｣(パー)に象徴される自然界は,人々

の生活世界に脅威を与える悪霊の温床である

ことからも[林 1984:87-881,(異常死)は

村全体にある種の緊張感をひきおこす｡すな

わち,個人の く死〉は,転生つまり正常な生
サイク月′

命の循環をめぐって,村レベルの問題として

もあらわれる｡

ⅠⅠⅠ 葬儀の実態

Ⅲ-1 儀礼の参与着

く自然死)にともなう葬儀は最も一般的な

ものである｡ さらに,その儀礼の様式は,主

催者の遺族にとっても参与者の村人にとって

も最も理想的なタンブン儀礼である｡おのお

のにブンを分かち合う共同作業としての儀礼

環境が生まれるためである｡遺族は共同して

ブンをつみ,会葬者である村人のなかで親族●●

?ブンを送って故人への孝行を表現するo一

般の村人は,そのような遺族をさまざまなか

たちで援助しながら儀礼に参与する｡故人の

霊は,いわば会葬者が分かち合うブンの流れ

のなかで他界し, 転生-の適切な経路を与え
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られる｡

以下では,ブンを分かち合う主体である遺

族と一般の村人の動 きを中心に,最 も短期

(5日)間で全日程を終える旧来からの葬儀

の過程をみておこう｡ 儀礼の各段階で不可欠

の役割を果たすのが僧侶であることはいうま

でもないが,会葬者の村人のなかにもいくつ

かの重要な参加の単位がみられる｡

僧侶は,喪主宅と火葬場がある村の寺院を

中心に葬儀に加わる. ドンデーン村の僧侶は

もちろん,遺族の意向によって近隣村の寺院

の僧侶も多数招請される｡14)参加する僧侶の

数は,音数である奇数人と規定されることも

なく,儀礼の全日程を通 じて定まっていない

が,最も多 くの僧侶が招かれるのは火葬の日

である｡俗人である遺族や他 の村人 に とっ

て,僧侶はプンの源泉である｡さらに,葬儀

における僧侶の役割は,儀礼の各段階に応じ

た適切な読経を行なって死者の霊を霊界-導

くとともに,生者に対する死霊の脅威を防ぐ

ことにあるとされている｡

村内で信仰熱心な数人の長老15)は,葬儀の

具体的な進行を指示し,遺族と僧侶サイドの

仲介的役割を演じる｡遺族は,最も適切な儀

礼次第を知る者として村の長老をたより,倭

礼に参与する一般の人々も彼の指示に従う｡

長老は生前故人と親しかった者やその喪主宅

の近くに住む者が自発的に参加する傾向があ

り,招かれるという形式をとらない｡16)

遺族および儀礼進行役の長老を除く一般の

14)通常,隣村ドンハンの寺院の僧侶は必ず招請さ
れるはか,国道を隔てたサワンマカー村の寺院
にも故人の娘婿 (ルーク･クーイ)がでむいて
招待する｡
15)彼らの多くは,民間信仰のスペシャリストとし
てモータムやモース-の名でも知られている
が,葬儀では主に儀礼時の読経をリードする者
(プ-ナム･スワット)として参加する｡

16)たとえば,結婚式や新築儀礼を司式するモース
-は主催者側からの依頼によって参加し,儀礼
の全過程をとりしきる｡葬儀では長老の役割は
数人によって流動的に演じられる｡
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村人は,通常は世帯単位で葬儀に参加するか

たちをとる｡香典やさまざまな品をもちよる

のは世帯主,もしくはその妻の役割である｡

彼らはまだ幼い子供をつれて訪れることが多

い｡ ドンデーン村と隣接枝村の ドンノイ村で

は,村人からの香典を遺族にかわってうけと

るとともに,これを募って遺族を助ける委員

(カマカン･ケップ ･ンガ～ン･チャーパナ

キットソップ)が定められており,人々が最

も多 く会葬する火葬の日に,常備する両村の

世帯主の リス トをもって喪主宅にかけつけ

る｡うけとった金額を記入する,いわば香典帳

書記である｡ ドンノイ村に親族をもつドンデ

ーン村の人は多いが,そのような人々を除け

ば ドンノイ村のリス トに記入されるのは数人

で,ごく親 しかった者が形式的に持参する香

典額は10バーツである｡一方,ドンデーン村の

リス トはほぼ全世帯が最低10バーツ,通常20-

50バーツをもちよるはか,近親者は100-500

バーツなので,数字で一杯になる｡ 香典の集

計額を公表するのもこの委員の役割である｡

儀礼の各作業を遺族同様に行 う村人 と し

て,実の血縁者ではないが生前に故人から恩

恵をうけていたり,親族のようにつき合って

いた,数人の｢ト ート･-ン-ン｣(ty7品 寸9
字句 どお りには遠い親類の意)を 自称する

人々がある｡村人一般の範境内にあって最も

積極的に遺族を助け,自らの若い家族成員を

儀礼の諸作業に動員させる人々である｡さら

に,食事の場所を提供 したり,食器を貸す近

隣者や知人の協力も不可欠なものである｡彼

らは他者の葬儀に自発的に,いわば準遺族の●
ようなかたちで参与する｡

遺族が中心となって行 う作業労働には明確

な分業がみられる｡ 若い女性や中年女性は食

事の準備,配膳を担当する｡儀礼の全日程を

とおして最も忙しく,多 くの人手がいる仕事

である｡青年は水くみや,火葬用の薪を両村

の各世帯から集める重労働を主に担う｡また,
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葬儀用の供養品,儀礼の用具を喪主宅でつく

るのは,老女たちに限られる作業である｡

儀礼の運営を直接的に担う以上 の よ うな

人々に加えて,いわば内側からの共同作業に

関与するよりは外側からの援助者である村人

がいる｡すなわち,生前に故人と深いつき合

いもなく,住居も離れた人々で,数の上では

最も多い｡故人やその遺族と社会的に距離を

もつという意味で,彼 らは基本的には傍観者

として儀礼を眺める立場にある｡このような

村人一般の参与の意義は,儀礼を完成する慰●

問者として葬儀に参加すること自体にある｡●●

すなわち,香典や共食および供養に使用され

る米や野菜, トウガラシ,タバコ,キンマな

どを思い思いにもちよって訪問し,一座をつ

らねて饗宴に興ずることが積極的に期待され

る｡ 火葬時での出棺後の葬列の行進では,こ

の範噂に入る女,子供,全世代の人々が,火

葬唯にそえる木の枝を用意して合流する｡

Ⅲ-2 儀礼過程(1):遺体の安置

死を迎えるのにふさわしい場所は自らの家

である｡死期が近づけば親族をはじめ,生前

にその人に世話になった者や近隣者が毎夜訪

れ,深夜まで｢そのとき｣の用意にそなえる｡

死にゆく者が生前に影響力をもった人物であ

るほど,夜ごとの訪問客も多 く,雑談の輪が

できる｡ 床にふせる者をかこみながら,訪問

客どうLがタバコやキンマをかんで談笑する

ことは,遺族になろうとする人々-の ｢思い

やり｣(アオ ･チャイ ･サイ)であるとされる｡

死が見届けられると,故人の娘婿が庭先へ

でて爆竹を鳴らす｡この く死の通達〉は近年

定着 したもので,かつては親族の者が近隣者

に知らせに走ったという｡ 故人が寝ていた床

がとり払われ,その場に上半身をおこして衣

服をはぎ,水で遺体が清められる (アップナ

ム･ソップ)｡家屋は高床式なので,水は床板

を流れて階下-と落ちる｡故人の子供やその

夫,故人のきょうだいなど近親者が水をくん

で体をふき,パウダーをかける｡次いで真新

しい服 (あるいは白衣)がきせられる (ヌン

グ ･パー･ソップ)｡知 らせを聞いてかけつけ

た村の長老はこれを見届けると,部屋の北端

に新たな床をしっらえ,頭を西むきに遺体を

寝かせて枕をたてにおくよう指示する｡

遺体が新たにおきなおされると,近親者や

訪問者は死者の口をあけてコイン (1バーツ

もしくは5バーツ)を入れる｡口に入りきら

なくなると手に握 らせる｡ 人々は競うように

して死者に金を与える｡そして,手に花をそ

え,胸の上に組ませて足首とともに紐でしぼ

る｡次いで,ロと鼻腔にかかるように黄色い

ロウを平たくかぶせる｡ 仰むけになっている

死者に白衣,毛布をかけ,顔に白い布をかぶ

せて遺体安置は完了する｡

死亡時刻が夕方もしくは夜 にな った場合

は,上記のように安置したうえに,足もとと

枕もとの2カ所に天井につかえるように2本

の柱をたてて,三角柱のテントをつくるよう

なかたちにして,遺体を布ですっぽりと覆う｡

柱には家屋の一部をきりとったり,屋敷地内

の樹木をきって使う｡ 闇のなかでは悪霊が動

くので死者を隠すためである｡棺つくりと入

棺も翌朝にのばされる｡

遺体を安置することは,喪主宅が数日間に

およぶ葬儀会場になることを意味し, ｢ヒエ

ン･ピー｣(Lg4弛uq死者の家)とよばれるO
遺族は悲しみをあらわす間もなく,女性が中

心となって訪問者の応対体制を整えるために

食事の準備にとりかかる｡ 男性は寺院-いっ

て僧侶を招請したり,酒や儀礼に必要なもの

を買いそろえに走る｡棺は,喪主宅の庭先も

しくは入口で,故人の娘婿や故人の孫息子が

中心になってつくられる｡何枚かの古板を組

み合わせるだけの簡単なものであるが,上に

ノリを塗り紙を貼る｡ さらにこの上から色紙

のきり抜きで飾りつける｡このときには村の
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長老や近隣者も見守りつつ手伝う｡ 1時間も

たたぬうちに完成すると,すぐ部屋へ運び遺

体を納める｡

愛する者の死は,ときとして遺族,とりわ

け生活をともにしてきた夫,妻,あるいは老

後を世話 してきた子供すなわち ｢プーリエン

グ｣に深刻な動揺をもたらす｡極度の精神的

鋒乱は,悪霊が入り込む危険な状態とされて

いる｡そこで即座にモータムが招かれ,動揺

を鎮めて悪霊を遠ざけるために喪主宅の外で

捲糸儀礼を行う｡17)
食事のしたくは故人の娘たちが指揮する｡

孫娘たちは下ごしらえの作業を行い,孫息子

たちは飲水をかめから移して階下から階上へ

と運ぶ｡これはかなりの重労働である｡生前

に故人と親しかった者の子や孫たちもかけつ

けて,彼 らを手伝う｡ 悲しみで放心状態にな

った者をいたわる余裕もなく,彼らは最も忙

しく,楽 しげにさえみえるように共同作業に

精をだす｡

若い遺族たちの仕事分担が定まるころ,入

棺された死者の枕もとに大きな盆がおかれ,

長老の指示によってこの上に線香 ･ローソク

･金がのせられる｡長老はこの盆を前に座し,

何人かの遺族 (故人のきょうだい,娘,孫が

主)を盆の周囲に並ばせる｡遺族たちは座っ

たまま上半身を前に折って右手を盆のふちに

さしだす姿勢をとる｡盆から遠い親族の者も

同じように従う｡ その遺族を前に長老は朗々
わか

と ｢これは別れである｡われわれはこの事実

を認めて故人なきあとも,ともに見守る (秩

養する)｣旨を述べる｡これは遺族内での故人
との別れの確認であり,喪に服する (ワイト●●●●●

ウツク)唯一の瞬間である｡ 葬儀をめぐる忌

避事項は何もない｡

これにつづき,僧侶が喪主宅-やってくる｡

寺院の行事で常用されるマイクと拡声器がド

17)幼児に対して行われるものと基本的には同じで
ある｡約30秒ほどで終わる｡
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ンデーン村の寺院からもちだされて設置され

る｡そして僧侶が自ら ｢死者のブンのために

食事をLにくるよう｣という誘いを村中に伝

える｡ やがて,これに応じるかのように村人

が続々と訪れて焼香する｡ 焼香をせずに,僧

侶の読経のあとの共食に参加するだけの人も

いる｡彼らは10バーツから多い者で50バーツ

の金を持参し,遺族が用意した器-入れる｡

名前と金額がとりあえず紙に記入される｡

ころあいをみて,先に故人との別れを指揮

した長老とは別の長老が,遺族 ･俗人の代表

として僧侶に5戒を懇請する｡読経がはじま

っても女性らによって食事が準備される｡15

分はどの読経ののち,僧侶はすぐに退室 し寺

院-と戻る｡同時に,村の訪問者から順に遠

来の親族,故人の遺族-とつづく共食がはじ

まる｡18'食事を準備した女性たちは最後に食

べる｡19)

豪華な食事と酒がすすむにつれて,喪主宅

は拡声器をとおしたテープ音楽 (モーラム)

とともに,騒然としたにぎやかさとなる｡ 踊

りだす者や唄う者がでて饗宴となる｡棺の傍

らではバクチ(レンパイ)も行われ,混沌とし

た状況のなかで人々は宴に酔いながら夜をあ

かす｡それは拡声器を通じて村中に響きわた

る音となって闇夜を揺るがす｡その雰囲気は,

あたかも死者を安置する家と村には一瞬の静

寂もあってほならないかのようでさえある｡

死の当日は故人の霊が最も不安定な時期とさ

れるのだが,村人一般が参加する終夜を徹し

たこの共食と饗宴は,供養飯儀礼が終了する

まで連夜にわたってつづく｡宴において主は●
常に村人一般であって,ホス トである遺族は

18)死者と空間を同じくしての共食を拒む遺族外の
村人も若干みられるが,彼らは喪主宅の近隣の
家先にもうけられた場所で食事をとる｡モータ
ムの主流派のほか,儀礼のリーダー役を果たす
長老も同じ行動をとる｡

19)これは葬儀に限らず,儀礼のホストとして他者
を迎えたときに必ず守られるルールである｡
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従の立場にある｡ 人々の喧騒に守 られるかの●

ようにして遺族たちは交代で休息をとる｡

Ⅲ-3 儀礼過程(2):火葬

火葬の目的は,霊界-の出発のために肉体

を葬って故人の霊を独立させることにある｡

儀礼の参加者数が最大になるのはこの段階で

あり,タンブンが広範囲にわたって強調され

る｡

喪主宅は休みなく夜を徹 して音をたやすこ

とがなく,これにつづくように朝6時ごろか

ら香典集計委員によるタンブンのよび声が村

全体に流れる｡ 喪主宅からは遺族の若い男性

を中心に,同世代の村人とともに手押 し車を

駆って ドンデーン村および ドンノイ村をまわ

り,各世帯から火葬用の薪を調達する｡薪を

提供する世帯にとっても死者のためにこれを

集める若者にも, この行為 はタンブンで あ

る｡手分けして集められた薪は,村の寺院内

にある火葬場の適当な場所につみあげられて

ゆき,準備が整えられる｡

喪主宅は8時すぎあたりから金品をもちよ

る村人でにぎわう｡ すでに早朝から訪れてい

る村の老女や遺族の女性が,その品々を使っ

て僧侶に献上する供養品 (パー ･カオ ･チェ

-ク)20) をつくるので,このような人々の金

品のもちより合いは,他の重要な寺院の年中

行事における親族間の共同と同 じく [Fukui

and Kuchiba 1983:11],｢ホームカン｣
(㌻紺 晶 )とよばれている｡これは,互いに
ブンを分かち合 うための最も重要で盛んな相

互扶助行為である｡もちよる品々はとくに品

冒,量ともに定まっていないが,遠来の者が

金や乾物製品を提供するのに対 して,近隣の

者は金のほかに米やタバコ, トウガラシ,コ

コナツ,グリーンパパイヤ,バナナなどを準

備する傾向がある｡

20)バナナの葉に少量のキンマ,タバコ,こわ飯,
おかずなどをのせて包んだもの｡

9時前には朝の食事を寺院で終えた僧侶が

喪主宅に招かれる｡棺の枕もとをかこむよう

に,僧侶は東むき,北むきに並んですわる｡

そして,遺族はまず棺を改め,死者-の最後

の食事配膳(-一 ･カオ ･-イ ･ピー ･キン)

を行う｡ ｢プーリエング｣とそのきょうだい

が水,こわ飯,バナナ,おかずをのせたひと

つの盆を手をそえ合って頭の高さにまでかか

げ,棺の枕もとにおく｡一方で,死者の孫息

子にあたる者が,僧侶と見習僧-の布施金を

紙で包んでおく｡21)約15分の僧侶の読経のの

ち,この布施金の包みを入れた器を棺のなか

の死者の手もとにのせる｡器には霊糸 (ダイ

サーイシン)をつなぎ,その先端を僧侶の手

もと-わたらせる｡ そして,読経を主導する

僧侶が三宝帰依を唱えたのちに,この器は村

の長老によってとりだされ,ひとつずつの包

みが僧侶と見習僧に手わたされる｡ これは,

死者がこの世で行う最後のタンブンなのであ

る｡

この儀式がすむと,僧侶たちはいったん寺

院-戻る｡そして,｢ホームカン｣でやってき
た人々に少 し遅い朝食が酒とともにふるまわ

れる｡

午後 2時以降に行う出棺の前に,最も多 く

の僧侶を再び喪主宅に招いての ｢死者への供

養のための得度式｣(ナ-ソップ)がある｡ 故

人の孫の世代にあたる12歳から20歳すぎの男

子 (たとえば,故人自身の孫息子,故人のき

ょうだいの孫息子のほか,生前に故人に世話

になった者の子供や孫)が,それぞれの両親

の意思によって見習僧として得度する儀式で

ある｡ 数人の年長者に剃髪してもらい,招か

れた僧侶から10戒をうけたのちに,寺院にお

かれていた僧衣をかりうけて着用する｡火葬

21)僧侶-の布施額の方が見習僧-のものよりも多
いのがふつうである｡主催者によって異なるが,
僧侶-は20-30バーツ,見習僧へは10-15バーツ
が一般的である｡
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式がすめば全員,還俗する｡ これはブンを故

人にふりむけるための得度であり,修行生活

とは無関係である｡

新しい見習僧を含めた僧侶全員による読経

が,会葬者でふくれあがった喪主宅に流れる｡

10分ほどの読経がすむと僧侶全員が退室して

出棺の運びとなる｡故人の子供たちが棺の頭

部を,故人の娘婿とその息子 (故人の孫)た

ちが足もとの方をもって,足もとの方から棺

を階段-とおろす｡このとき,たてつづけに

爆竹が鳴らされる｡階下-おろされた棺の足

もとの-りに,霊糸をより合わせた綱が,待

ちうけていた僧侶によってつながれる｡葬列

をなして火葬場へ赴く際に僧侶がひくための

ものである｡棺の足もとを近親の成年 ･壮年

男子が,頭部は女性が,おのおの肩に担ぐなり

手をそえる格好で足もとの方から移動する｡

なお,棺の上には花がおかれる｡

喪主宅をでてしばらくす ると葬列がで き

る｡僧侶から遺族の後方には村中の老若男女

がひかえる｡ その数は,棺が火葬場に近づく

につれてさらに村人が合流してゆくので,ど

んどん増加し,到着するころには200人をこ

えることも稀ではない｡参列者は全点,｢ラ
ンプ-｣とよぶ細長い枯枝を何本か手にもっ

ており,｢タンプンLにゆこう｣とこぞってや
ってくるのである｡ 葬列の順序は先頭から以

下のようになっており,葬儀の参加者の社会

的範噂を明確に示している｡

1)村の長老｡彼は棺を中心とする集団からか

なり離れて歩 く｡ 喪主宅からではなく,必

ず途中で合流するかたちで先行する｡

2)村の男性ひとり｡ 砂を入れた器の線香たて

をもつ｡

3)寺院の見習僧｡数人の年齢が低い者｡

4)村の男性ひとり｡2)と同じく生前故人と親

しかった者で,カゴもしくはバケツにはざ●●
し米 (カオ ･トック･トェ-ク)を入れた●●
ものをもつ｡火葬場に近づくにつれ,この
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米を道の両側にまいてすすむ｡はぎし米は●●●●

｢死んだ米｣で,再び芽をださない意味が

あるといわれるが,これをまくことによっ

て悪霊の気をひき,死者を無事に火葬場へ

届けることができるとされる｡

5)遺族の成年男子ひとり｡紙製の白い旗をも

つ ｡

6)村の長老｡ぴんに花 (-スの花など)を入

れてもつ｡彼は先頭をゆく長老より若い｡

7)遺族の成年男子ひとり｡死者-の供養品の

包みをもつ ｡ 肉,野菜,煮物などの副食品

の包みと,こわ飯,タバコ,キンマの包み

をそれぞれカゴに入れている｡

8)村の男性ひとり｡ 生米を入れた器にバナナ

の茎をうめ込んだ線香たてをもつ ｡

9)僧侶の集団｡最長老の主導僧が棺からでて

いる綱の先端部をもつ ｡ 若い僧侶もこの集

団にいる｡ タバコを吸いながら行進する｡

10)寺院の見習僧｡僧侶が先導する綱に手をそ

える｡3)の見習僧より年長の者である｡

ll)｢供養のための得度式｣を先刻行なった近

親の見習僧｡前から幼い者,年長者とつづ

く｡やはり棺からの綱に手をそえる｡

12)死者 (棺)とこれを担 ぐ遺族の人々｡棺に

鈴なりになるようなかたちで歩 く｡男性は

ココナツの実を片手でもつ｡

13)火葬に供される木々をもつ村の人々の大

集団｡道中でこの葬列を待つ人々も多く,

行列の最後尾についてゆく｡

火葬場-の行程は,通常と異なって寺院の

裏側から入るコースをたどる｡村の最南端か

らでも葬列は約20分で火葬場に到着する｡ こ

の大集団は火葬場-入ると三つのグループに

分かれる｡1)-10)の人々は,火葬唯の真北に

なる読経する場所-ゆく｡ 13)の村人たちは

西側の境内を背にして,いったん座る｡ll),

12)の遺族のグループは火葬堆-とむか う｡

そして,火葬唯を軸に時計と逆まわりに3度

まわり,棺の頭を西むきにして地面におろす
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直前に,棺の側面を火葬唯に3度あてる｡着

地と同時に爆竹を鳴らす｡同時に,待機 して

いた多勢の村人が火葬堆-と集まり,手にし

ていた木々を上へつみ重ねたのちに,またも

との位置-戻る｡

棺を火葬堆わきにおろすと,遺族の老女が

棺の頭部に先の供養品をおく｡そして,火葬堆

の底部西側に穴を掘って小さな花をうめる｡

棺のふたがあけられると ｢プーリユング｣が

死者の手足首をしぼっていた紐をほどき,僧

侶たちがやってくるのを待つ｡用意されたコ

コナツの実を割って,僧侶,見習僧の順で,

この果汁を死者の頭部から足 もと- とかけ

る｡次いで香水を混ぜた水をバケツに用意し,

｢プーリエング｣を筆頭にして遺族が死者に

かける｡ これにつづくのは村の長老-老女-

壮年者-年少者たちの順である｡

棺の頭部から,新たに霊糸が竹のポール,

樹木を経由して読経を行う僧侶集団のもとへ

のばされる｡僧侶と南側にむかい合う俗人長

老の前にこの先端をおき,傍 らに2本のロー

ソクを灯してたてる｡ 霊糸に手をそえるのは

僧侶集団の最前列に座す遺族の見習僧たちで

ある｡準備が整うと葬列の先頭にあった長老

のリードで5戒が懇請され,読経に入る｡この

長老は俗人サイド最前列中央に座っている｡

読経がはじまるころ,火葬堆周辺の遺族た

ちは,木々を燃えやすいように整えて火葬の

準備をする｡棺からぬれたマットをとり除く

と,死者をうつむけにして棺ごと火葬堆の上

へのせる｡ さらに,棺によりかかるように,

大きなバナナの木を2本クロスしてたてる｡

すべてが完了すると読経を終えた僧侶がやっ

てきて,村人がもちよった木枝を使って火葬

堆に点火する｡雨天の場合は点火前に石油を

かけて炎がまわりやすいようにする｡

火葬堆が炎に包まれると,まず,火葬の模

様を最も近くで見届ける遺族の人々から ｢プ

ーリエング｣がでて,香水を混ぜた水をパケ

ツで棺にむかってかける｡火は消えることな

く燃える｡次に,村の壮年男性ふたりが,燃

えさかる火葬堆を南北にはさんでむかい合っ

てたち,死者の遺品となる生前の衣服やかた

みの品を入れた包みを,南側にたつ者から北

側の者-,棺の上を通過して届くように放り

あげる｡ 相手は包みが地面に落ちるのを待っ

てこれを拾い,またむかい側の者-放りあげ

て戻す｡これをくり返 し,3度目に北側の者

は直接手でうけとる｡包みは,すでに火葬し

て死霊の執着を払った遺品としてのちに喪主

宅へもち帰 られる｡

一般の村人たちはかような光景を最も遠い

ところから眺めている｡ やがて完全に火がま

わって屍が金色にみえはじめるころ,遺族の

男性が人々の輪-赴き,用意した小銭 (1バ

ーツや50サタン硬貨)をばらまく｡ これは幸

運のコインとされており,集まっていた子供

や女性たちが楽 しげにうけとる｡一般の村人

の参与はこれで終了し,人々は境内をとおっ

て寺院の正門から家路につく｡

同時に僧侶たちも火葬場からひきあげるの

で,残るのは遺族と数人の長老たちのみとな

る｡屍が最後まで燃え尽きるのを見届けるた

めである｡ とりわけ,火のまわり具合に注意

するのは故人の娘婿である｡点火して約90分

後,残った人々も境内をとおってひきあげは

じめるが,そのころには先に僧侶とともに火

葬場から退場した遺族の見習僧も,還俗の儀

をすませて合流する｡

火葬の夜,喪主宅では再び僧侶を招いて読

経を行う｡そして,昨夜以上に多い訪問者に

食事と酒がふるまわれ,盛大な饗宴が夜を徹

して行われる｡ 翌日 (第3日日)も読経と饗

宴は行われる｡

Ⅲ-4 儀礼過程(3):骨拾い

火葬の儀礼によって霊界へと導かれた故人

の霊は,骨拾いの儀礼においてよりよき転生
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-の方向づけをうける｡儀礼の参与者は,倭

礼をリードする村の長老やこれを手伝う人を

除くと,基本的に,遺族や生前に故人の世話

になったり親しかった者のみに限られる｡ 骨

拾いにつづく供養飯儀礼は,先の火葬の次第

と同様に,不特定多数の村人を参与させる公

共的なタンブンの儀礼環境をもつが,骨拾い

の儀礼自体はそれが稀薄である｡しかし,僧

侶の招待と読経,村人との饗宴は同じように

喪主宅でつづけられる｡供養飯儀礼を骨拾い

の夜からつづけて行う場合,骨拾いは午前9

時にははじまり,夜はより一層にぎやかな饗

宴の時間となる｡

村の信仰熱心な老女たちは,バナナの葉を

もって早朝から喪主宅を訪れる｡遺族の女性

とともに｢ホーマーク｣をつくるためである.

すでにもちよられているタバコとキンマをバ

ナナの葉でこぶし大に包み込み,その両端に

ローソクを2本,木の葉を2葉そえた包みも

のである｡ これは一種の供養品で,僧侶へ献

上することによって死者の霊 にたむけ られ

る｡10人はどの老女が喪主宅の厨房に座し,

おのおのに手分けして大量につくる｡

供養品を用意するブンが老女に限定される

のに対して,遺族の若い女性たちはモチ米で

蒸し菓子 (カオ トムパット)をつくって僧侶

から死者-の献納品とする｡ココナツの果肉

をけずり,バナナの実をモチ米でくるんだも

の-混ぜる｡また,霊-の食事を盆の上にそ

ろえるのも彼女たちの仕事である｡ これはブ

ンの転送用の食事とされる｡

火葬場への出発が近づくと,老女たちは最

後の供養品つくりにおわれる｡ バナナの葉で

舟型をこしらえてキンマとタバコを少量のせ

たもので,白い木綿布に包んだ布施用の精米

と一緒にカゴへ入れる｡これがすむと出発で

ある｡遺族の男性たちから先に,裏側からの

コースで火葬場-むかう｡ とくに列 をなさ

ず,おのおのに供養品を入れたバケツやカゴ
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をもって歩 く. 約15人ほどのグループであ

る｡

途中で,儀礼をリードする村の長老や手伝

う村人が加わって,火葬場につくころには一

行の人数も増える｡人々はまず死者の灰の前

に集まり,境内のポンプから水をくんで灰に

かける｡ 熱 さましのためである｡ 同時に,

｢プーリエング｣と故人のきょうだい (主に

女性)が灰の傍らに故人への食事の盆をひと
メー･トテこ･-

つおき,年長者の方が死者の霊と地母神に語

りかける｡｢わたしたちはいま,骨拾いをす

るためにやってきました｡僧侶を招いてタン

プンします｡どうぞブンをうけとりにきて,

この食事を召しあがってください｡もし,い
I-[5=1-

らなければ食べなくてよいです｡地母神よ,

どうぞ (故人に)プンを届けておいてくださ

い｡これはわたしたちのプン (プン･コーン●●●●●●●●

グ･ハオ)です｣｡

骨拾いで招かれる僧侶はドンデーン村の寺

院の僧侶だけである｡見習僧も数人だけが同

行する｡僧侶は,先端がふたつに分かれた木

の枝を使って,遺族に先んじて遺骨を拾う｡

そして,遺族が傍 らに広げた白い布の上にお

く｡つづいて ｢プーリエング｣を筆頭に,逮

族,そして長老,知人の順序で次々と遺骨を

拾いあげる｡ひととおり布の上に移し終える

と,布の四隅をもちあげ,ジョウロを使って

水をかける｡あとは ｢プーリエング｣を中心

に遺族の者だけが素手で骨を選別し,ふたつ

の器に分け入れる｡ 頭,ひじ,足,胸,歯な

どの部分は小さい容器に入れる｡ それらを除

く遺骨はすべて,つぼ型のアルミ鍋 (米を蒸

すときに使うもの)に移される｡そして,両

方にそれぞれココナツの果汁,香水がかけら

れる｡

残った火葬跡の灰土は,長老がクワでかき

ならし,等身大の人間のかたちに集められる｡

頭を西にむけて大の字に寝るような姿かたち

に土を盛るのである｡頭,胴体,手足が明確
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になると｢プーリエング｣が1バーツ銀貨を,

口と鼻そして股間部 にあた る部位 に1枚ず

つ,耳,冒,胸部,掌,ひざ,および足首に2枚

ずつ計15枚をおく｡ さらに,首もとに2本の

ローソクを灯 してたてる｡ そして,この人形●●

を背に,遺族は東むきに座す僧侶とむかい合

って読経を聞く｡ 遺族の列の前にでるのは村

の長老であり,女 ･子供は最後列に座る｡

1回目の短い読経ののち,故人と生前親 し

くしていた村人が,先の遺骨を入れたアルミ

鍋の口を白衣で覆い,長日の霊糸でくくる｡

これともうひとつの遺骨容器とを並べて人形●●

の頭あたりにおく｡霊糸をのばし,傍 らの樹

木を経由して僧侶の手もとにわたす｡ 同時

に,人形からいったんコインをとり除き,す●●

ばやい動作で人形のかたちをくずすように灰●●
土がかきならされる｡ そして僧侶の2度目の

読経がはじまる｡

読経がすむと再び灰土は人間の姿に盛 られ

る｡最初のものと同様に等身大だが,方向が

逆で,頭を東にむけてつくる｡かたちが整う

とまた ｢プーリエング｣が同位置にコインを

のせる｡ しかし,ローソクはひじの部位に1

本ずったてる｡ 次いで,遺骨が入ったふたつ

の容器と,米や供養品が入ったカゴが胸部に

おかれ,アルミ鍋の骨っぽの上にさらに ｢ホ

ーマーク｣がたくさん入った金だらいがのせ

られる｡右の掌にあたる個所はいくらか土を

厚 く盛りあげてあり,ここに死者への食事,

タバコとキンマ,蒸 し菓子を並べた盆をのせ

る｡ 以上のセットがそろってから3度目の読

経に入る｡ ｢プーリエング｣とそのきょうだ

い,散人のきょうだい数人は,死者-の食事

盆の周囲に座る｡ 読経と同時にヤー トナーム

を行うためである｡

読経がはじまると,彼 らは水を入れた器を

右手にもってお盆-注 ぐように静かにかたむ

ける｡水が盆からあふれてもつづけられる｡

短い読経がすむと,水を含んだ食事や供養品

は東側のしげみに捨てられる｡ 次に,人形の●●
上においていたものをすべてとり除き,供養

品や ｢ホーマーク｣などは長老がその場で僧

侶に献上する｡そして,村の人や遺族の男性

は灰土の人形を再びくず して,すばやい勢い●●
でそこに穴を掘りはじめる｡

穴は四角形に 40-50cm くらいの深さまで

掘 られる｡そして,ここ-アルミ鍋の骨っぽ

を逆さまにして沈め,口もとにまいておいた

霊糸をたぐりよせる｡ そして即座に,上をむ

いた骨っぽの底に,土掘り具の一撃を加えて

穴をあける｡ 遺骨がのぞいたと思う間もなく

次々と土をかき込み,埋めてゆく｡ そして,

杭を打ち込んで周囲を土でかためる｡表面が

平 らになると,土中からのびた霊糸をこの杭

にくくり込む｡一瞬にしてすすめられるこの

作業には女性は関わらないが,すべてがすん

でから故人の娘がこの杭に水をかける｡ 緊張

感がとかれる｡

以上の遺骨の埋葬がすむと僧侶 はひ きあ

げ,残されたもうひとつの骨っぽは,その夜

から翌朝につづく供養飯儀礼のために喪主宅

-もち帰 られる｡ 人々は,火葬時と異なって

境内から寺院の正門-ととおらずに,やって

きたときと同じ裏側からのコースで家路-と

むかう｡

Ⅲ-5 儀礼過程(4):供養飯儀礼

骨拾いが午前中に終わって夕刻 に至 る こ

ろ,喪主宅にはいくつかの寺院から僧侶が招

かれる｡ 読経と説経が行われるが,僧侶は集

まった村人に供養飯儀礼の意義を次のように

述べる｡ ｢食事や供養品をわれわれ (僧侶)

への献納を通 じて故人-送ることは,実はす

でに転生 してこの世に生れてきた者たち-の

供養,食事の分かち合い (チェ-クカオ)で

もあ る｡人は死んですぐ死者にな る｡ しか●●
し,この状態は長くはつづかない｡多 くの死
者の霊は生きものとして,人間としてこの世
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-参加しているものだ｡自分の親が死んで3

年たてば,どこかに子供が生れて3歳を数え

ているものなのだ｡だから,この供養飯儀礼

をする｡儀礼で菓子を供えるの は,死者が

(すでに)菓子を欲しがる子供として再生し
ているからである｣｡

この夜はモーラム興行師がコンケン市内か

らよばれ,朝まで村人を楽しませる｡22)食事

も酒も大量にふるまわれ,バクチやゲーム

(シア･キン･ムー),相性遊びもあって,老

若男女が大いに遊ぶ｡遺族の人々は輩宴の主

催者としても忙しいが,村人が娯楽に興じる

傍 ら,翌朝のために村の長老とともに供養品

や寺院への献納物であるゴず,マット,仏像,

僧侶の日用品 (洗剤,石けんなど)を改めて

準備する｡さらに,故人の霊を極楽-送るた

めの ｢ホー･パサート｣(ダンボール箱でつ
くる家のミニチュア)や,ブンを送る徴標と

なる ｢供養の旗｣を共同してつくる｡

翌朝は葬儀の最終段階で,最後のタンブン

のひとときとなる｡7時には僧侶を喪主宅に

招待して食事を献上するが,それに先だって,

香典額の最終的集計や供養飯儀礼によせる寄

金などの統計が香典委員 によって報告 され

る｡集まる香典額は,その故人の生前の社会

的な影響力によってさまざまであるが,多い

者で5,000から6,000バーツになる. そして,

遺族の人々はこれを演出するために,紙常を

木の葉に誓えて飾った ｢金の木｣をつくる｡

香典は,遺族の葬儀費用をまかなうものとい

うタテマ工があるが,通常,実際の儀礼に要

する経費はこれをはるかに上まわるものであ

り (遺族の経済力によるが,供養飯儀礼だけ

で1万バーツが相場である｡葬儀全体では,

2万-4万パーツの幅がある),そのほとんど

は故人の子供世帯,故人のきょうだいから共

22)モーラムをやとう額は交渉によるが,男女かけ
合いのモーラム師で終夜2,000-3,000バーツが
相場である｡
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同で捻出されている｡

通常,香典の処置は,経費を最も多く負担

する近親者の判断に委ねられるが,筆者が観

察した事例においては,香典は全額,寺院-

寄付されている｡このことによって,遺族で

はない村人が葬儀で香典をもちよることは,

遺族にも貢献し,自らのタンプン行為にもな

るという二重の意味をもつ善行として正当化

されているといえよう｡

僧侶が入室 して5戒を授けたのち,通妖は

寺院-の献納物のいくつかを形式的に献上す

る｡このとき,骨っぽがもちだされて僧侶と

俗人 (遺族と村人)の間におかれる｡ 次いで,

僧侶の食事の配膳が遺族ひとりずつの手によ

って整えられる｡ そして,約半時間におよぶ

僧侶の食事がはじまる｡ この間,人々は談笑

しているが,遺族のひとり (男性)が霊糸を

僧侶から部屋全体にめぐらせておく｡

食事がすむと故人の娘婿が最年長の僧侶-

骨っぽと香水のぴんをわたす｡僧侶は骨っぽ

のふたをあけて香水 を 1,2滴ばかりかけ,

次の僧侶,見習僧-と順にまわしてゆく｡僧

侶たちが全点かけ終わると骨っぽは遺族に戻

され,年長者から順に年少者へと同様のこと

を行う｡ 遺族がすめば訪問者である｡この間

に僧侶は聖水を詞成している｡そして準備が

できると,ひとりの僧侶がたちあがり,部屋

中の参会者全員にくまなくかかるように聖水

散供を行う｡人々は合掌したまま身体をふせ

て,これをうける｡

約3分ほどで聖水散供がすむと僧侶たちは

全員退室する｡ つづいて訪問者-の最後の食

事がふるまわれる｡僧侶が残したものをいっ

たん集めてから,人々に分配する｡足 らない

ものは追加される｡ これを皆でひざを交えて

食べることは,とりわけブンを分かち合うこ

とになるとされている｡僧侶を介しての共食

はどの機会であれ,すべてブンを得ることで

あり,そのためもあってブンはしばしば食事
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(カオ)に誓えられる｡ タンブン儀礼での共

食は,文字どおりブンを食べる(キン･ブン)●●●●●●
ことである｡

訪問者の顔ぶれはいつも同 じもので はな

い｡同一世帯からは,世帯主や妻,その子供た

ちが日をかえて訪問して共食に参加するのが

ふつうである｡供養飯儀礼での最後の共食に

は,とくに各世帯の年長者の参加がめだって

多い｡夜ごとの饗宴にはさほど顔をだすこと

がなかった老女たちも,葬儀のエピローグで

あるこの共食に加わる｡

食事のあと片づげは遺族の若い女性たちの

仕事である｡他の遺族の者は,昨夜用意した

供養品や諸道具に加え,堤, トウガラシ,棉

米などをビニール袋-入れて納骨行の準備を

する｡僧侶も帰ったあと,納骨の作業それ自

体はさほど重要なことではない｡5日間にわ

たる儀礼の幕は,わずかの遺族の人々によっ

ておろされる｡他県から応援にかけつけた親

族のある者は,他の者に仕事を委ねて,人々

が納骨のために村の寺院へむかう前に,みや●●

げ (トウガラシや米など)をもらって帰って●

ゆくことも珍しくない｡そのような人々を送

りだしてから,納骨にゆく遺族は,手に供養

品や寄進の品々をもって寺院への裏道から骨

っぽを運ぶ｡その数は10人にも満たない｡村

の長老も参加せず,一行の指揮は,葬儀の全

日程をとおして遺族代表者の役割を果たして

きた故人の娘婿が行う｡ 彼は骨っぽをもって

先頭を歩 く｡

一行は境内に入るなり,僧侶への布施を行

うグループとブンの転送 グループに分かれ

る｡前者は講堂へゆき,僧侶-品々を届ける｡

後者は,境内はずれにある菩提樹のそばの地

面に小さな穴を掘って,竹ざおにつけた ｢供

養の旗｣をたてる｡故人の娘が自らの親の名
メートラニ-

前と生前の世帯番号を告げ,地母神にブンを

故人-届けるようにと唱える｡ そののちに,

米や トウガラシ,タバコを入れた ｢ホ一･パ

サート｣を講堂の僧侶に届ける.

ふたつのグループは,骨っぽの収納場所と

決められた村の寺院の正門わきのブロック塀

にむかう｡そして,故人の娘婿がひとつの塀

柱の空間に骨っぽを入れ,上からセメントを

塗り込めてふさぐ｡他の者はこれをじっとみ

?めている｡ 次に,棒を使ってセメントの表

面に故人の名前と没年を刻む｡さらに,ひとり

ずつの手によって香水をその上からかける｡

それはわずか約10分はどのできごとである｡

人々は境内から正門に抜けて家路へとつく｡

葬儀の全過程は,寺院が日々の食事布施でに

ぎわう前のひっそりとした静けさのなかで終

了する｡

ⅠⅤ むすぴにかえて

く死-火葬-骨拾い-供養飯儀礼〉に至る

通常の葬儀において,遺族は故人の代行者と

してタンブンを行うとともに,故人の名にお

いてブンの転送を行う｡つまり,遺族にとっ

ての葬儀はまず一義的に,故人に譲るための

プンをつむ儀礼である｡いいかえれば,より

よき転生を望む故人の遺志にこたえる孝行,

報恩としての供養の義務を果たす重要な機会

である｡葬儀についてのこのような考え方は,

ドンデーン村のすべての人々に共有されるも

のであり,遺族主催のタンブン儀礼は,人々

にとっての く死)と転生のシナリオを直接的

に村レベルで対象化するものでもある｡そし

て,それは以後にくり返し行われるブンの転

送行為を義務づける儀礼として,村の寺院を

中心とする他の仏教儀礼に連続 してゆく｡

葬儀での ｢ホームカン｣およびその結果と

しての共食や饗宴が示すように,一般の村人

の参加は葬儀のもうひとつの側面を明らかに

する｡タンプンの文脈でみれば,彼らが会葬者

として儀礼に参加する基本的な動機づけは,

遺族のものとは異なり,僧侶を]瓦点とする儀
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礼環境のなかで自らブンをつむことにある｡

その参与の単位は,遺族と僧侶を仲介する俗

人代表としての長老をはじめ,遺族に準ずる

働きをする者や単なる訪問者など,さまざま

であるが,香典や供養 ･共食のための品々を

もちよって遺族が主催する儀礼に貢献するこ

とにかわりはない｡村人のプンは,いわば遺

族経由で彼 らのもと-届 くよ うな もので あ

る｡さらに,火葬時での彼 らの動きにみられ

るように,故人の霊を他界させる共同作業者

として,儀礼の公共性を確立させるのも大き

な役割である｡ そして最も重要なことは,喪

主宅を中心に各世帯の者がそれぞれ共食 し,

この世で人々が援助 し合ってブンを分かち合

うことを強調することにある｡

村人の儀礼-の参加行為 と遺族の故人への

供養行為は,ともにブンをめぐってギグ ･ア

ンド･テイクの互酬性の関係を顕在化 させ て

いる｡すなわち,故人と遺族の間にある時間

を こえた く保護一供養〉の関係 は,会葬者

(村人) と儀礼の主催者 (遺族)の間に生 じ

る く援助-もてなし)の関係と対応すること

によって儀礼の場面で象徴的に強調される｡

このような関係は,他の仏教儀礼の場面でも

基本的にみられるものである｡つまり,この

世から来世-の人生サイクルを通 じて くり返

し確認される (保護一供養)の相互援助の図

式は,プンを分かち合 う儀礼において常に表

現されるのである｡
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